
 
 

 

一 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
案 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令

和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告

さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
（
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
に
係

る
債
務
の
負
担
の
状
況
に
鑑
み
、
金
融
機
関
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
の
確
保
に
配
意
し
つ
つ
、
中
小
事
業
者
に
対

す
る
金
融
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
生
並

び
に
こ
れ
ら
を
通
じ
た
雇
用
の
安
定
（
次
条
第
一
項
及
び
第
三
条
に
お
い
て
「
事
業
の
継
続
及
び
再
生
等
」
と
い
う
。
）
を

期
し
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
中
小
事
業
者
の
債
務
の
弁
済
に
係
る
負
担
の
軽
減
等
） 

第
二
条 

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
生
等
に
資



 

 
 

 

二 

す
る
た
め
、
中
小
事
業
者
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
金
融
機
関
が
当
該
中
小
事
業
者
の
申
込
み
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
措
置

そ
の
他
の
当
該
中
小
事
業
者
の
債
務
の
弁
済
に
係
る
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
措
置
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
法
制
上
の
措
置
、
金
融
機
関
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
の
策
定
そ
の
他
必
要
な
措
置
（
次
項
及
び
次
条

に
お
い
て
「
法
制
上
の
措
置
等
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

債
務
の
減
免
、
利
子
の
軽
減
、
据
置
期
間
の
延
長
そ
の
他
の
中
小
事
業
者
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
条
件
の
変
更 

 

二 

旧
債
の
借
換
え 

 

三 

中
小
事
業
者
の
株
式
の
取
得
で
あ
っ
て
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
す
る
も
の 

２ 

政
府
は
、
前
項
の
法
制
上
の
措
置
等
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

中
小
事
業
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
行
っ
た
事
業
の
継
続
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
に

係
る
債
務
の
弁
済
に
係
る
負
担
の
軽
減
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
が
自
己
の
責
め
に
帰

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
中
小
事
業
者
が
経
営
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。 

 

二 

金
融
機
関
が
前
号
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
の
減
免
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
債
務
の
弁
済
に
係
る
負
担
に
よ
り
事



 
 

 

三 

業
の
継
続
に
支
障
を
来
し
て
い
る
中
小
事
業
者
に
限
り
、
か
つ
、
当
該
借
入
れ
に
係
る
資
金
の
使
途
が
適
正
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
中
小
事
業
者
の
事
業
の
再
生
の
計
画
（
事
業
の
再
生
の
お
お
よ
そ

の
見
通
し
を
記
載
し
た
書
面
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
事
業
再
生
計
画
」
と
い
う
。
）
の
内
容
を
踏
ま
え
て
そ
の
事
業

の
継
続
へ
の
支
障
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

３ 

政
府
は
、
前
項
第
二
号
の
債
務
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
中
小
事
業
者
に
よ
る
事
業
再
生
計
画
の
適
切
か
つ
円
滑
な
作

成
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

政
府
は
、
金
融
機
関
の
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
金
融
機
関
が
債
務
の
減
免
で
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

を
満
た
す
も
の
又
は
利
子
の
軽
減
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
失
を
補
塡
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
そ
の
他
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
関
係
者
相
互
の
連
携
） 

第
三
条 

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
生
等
に
資

す
る
た
め
、
金
融
機
関
、
信
用
保
証
協
会
、
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
、
中
小
事
業
者
の
事
業
の
再
生
の
支
援

を
行
う
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条



 

 
 

 

四 

第
二
項
に
規
定
す
る
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
関
係
者
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
連
携
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
法
制
上
の
措
置
等
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
相
談
体
制
の
充
実
） 

第
四
条 

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
の
債
務
の
弁
済
に
係
る
負
担
の
軽

減
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 



 
 

 

五 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
債

務
の
負
担
の
状
況
に
鑑
み
、
金
融
機
関
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
の
確
保
に
配
意
し
つ
つ
、
中
小
事
業
者
に
対
す
る
金

融
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
、
中
小
事
業
者
の
事
業
の
継
続
及
び
再
生
並
び
に
こ
れ
ら
を
通
じ
た
雇

用
の
安
定
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


